
 

エコライフ・フェア 2009 

「湿地の恵み展～ラムサール条約湿地の観光と物産」 

活動報告 

 

2009 年 6 月吉日 

「湿地の恵み展～ラムサール条約湿地の観光と物産」実行委員会 

 

 

 6 月 6 日（土）と 7日（日）の 2日間にわたり、環境省が主催する「エコライフ・フェア 2009」

が東京都渋谷区の代々木公園にて開催されました。本年も、ラムサール条約登録湿地関係市町村

会議、ラムサールセンター、日本国際湿地保全連合が共催し、「湿地の恵み展～ラムサール条約湿

地の観光と物産」と題したブースを、同イベントに出展しました。 

 エコライフ・フェア出展 4年目となる今回は、主催 3団体に加え、全国 17 の関係自治体・団体

の参加があり、展示は日本全国の湿地を網羅する充実したものとなりました。当日のブースには、

参加団体中 9 団体から派遣いただいた担当者、環境省野生生物課職員の方々、法政大学・神田外

語大学からの学生ボランティアなど、約 30 名が集いました。 

 2 日間の展示では、環境省からご提供いただいたラムサール条約と全国 37 湿地についてのチラ

シ 2000 部の配布や、物産や資料を通した各湿地の紹介が行われました。「湿地の恵み展」を機会

に、参加者全員が協力し、多くの人々に向けてラムサール条約湿地の普及啓発活動を行うことが

できたことを、ご報告申し上げます。 

以下は、2日間の活動の詳細です。 

 

●｢湿地の恵み展｣参加団体● 

 以下が、今年度参加いただいた全 17 団体の名称と、条約湿地名です。 

「参加形態」に「展示」と記載されているのが展示参加の団体、「派遣」は展示に加え当日担当者

を派遣いただいた団体です。 

参加形態 自治体・団体名 条約湿地名 

派遣 雨竜沼湿原を愛する会 雨竜沼湿原 

派遣 NPO 法人サロベツ・エコ・ネットワーク(豊富町) サロベツ原野 

展示 NPO 法人霧多布湿原トラスト 霧多布湿原 

展示 
釧路国際ウェットランドセンター 

(釧路市役所環境部） 

釧路湿原、厚岸湖・別寒辺牛湿原

霧多布湿原、阿寒湖 

展示 北海道 北海道内登録 12 湿地 

展示 網走市 濤沸湖 

派遣 鶴岡市  大山上池・下池 

派遣 新潟市（西区) 佐潟 

派遣 加賀市 片野鴨池周辺生態系管理協議会 片野鴨池 

派遣 高島市 琵琶湖 

展示 琵琶湖ラムサール条約連絡協議会 琵琶湖 

展示 島根県 宍道湖・中海 



展示 大分県 九重町役場 くじゅう坊がツル・タデ原湿原 

派遣 薩摩川内市 

藺牟田池のベッコウトンボを保護する会 

藺牟田池 

派遣 久米島町 久米島の渓流・湿地 

展示 漫湖水鳥・湿地センター 漫湖 

派遣 ラムサール条約登録湿地関係市町村会議 日本国内 37 条約湿地 

 

● 活動の内容●  

１．ラムサール条約の紹介 

環境省提供の「日本のラムサール条約湿地」チラシや、各湿地のポスターを元に、「ラムサール

条約」について紹介しました。「ラムサール」を初めて聞く来場者、「聞いたことはあるけれど…」

という来場者、「知っているよ！」という来場者、それぞれに合わせて解説し、「ラムサール条約」

と条約湿地についての理解を深めてもらいました。 

 

２．各地の取り組みや観光・物産の紹介 

来場者は各湿地の特色あふれるポスターやパネルなど

に足を止め、担当者が解説する、各地の希少な自然や、

地域に伝わる湿地をめぐる文化、そして保全に向けた各

地の興味深い取り組みに興味深く聞き入っていました。 

こうして、各湿地の魅力が伝わった来場者には、パン

フレットを配布し、気に入った湿地の情報を持ち帰って

いただきました。 

 
熱心な解説に、耳を傾ける来場者

３．「湿地の恵み」試供品・試食品の提供 

地酒の試飲や特産品の試食を通し、「湿地の恵み」に触

れることで、湿地が私たちにとって身近な存在であるこ

とを実感してもらいました。 

○ご提供いただいた展示・試供・試食用物産品○  

・地元清酒 3 種 ･･･鶴岡市 

・琵琶湖下敷き ･･･琵琶湖ラムサール条約連絡協議会 

・網走ポストカード ･･･網走市 

・味噌漬け、地元清 ･･･新潟市（西区) 

・美人の湯化粧水 ･･･NPO 法人サロベツ・エコ・ネットワーク

・芋焼酎 ･･･藺牟田池のﾍﾞｯｺｳﾄﾝﾎﾞを保護する会 

・浜中町の焼き昆布 ･･･NPO 法人霧多布湿原トラスト 

・琵琶湖 小鮎の醤油煮 ･･･高島市 

・久米島味噌クッキー・味噌饅頭 ･･･久米島町 

・雨竜米、酒、羊羹、ストラップ ･･･雨竜沼湿原を愛する会 

・フィールド観察用オペラグラス ･･･島根県  

・野鳥紙飛行機キット 3種類 ･･･釧路国際ウェットランドセンター 

・ちんすこう、黒糖、サーターアンダギー ･･･漫湖水鳥・湿地センター 

「湿地の恵み」は楽しく、おいしい

 

 



４．オリジナル「湿地じまん」資料の展示と配布 

参加湿地から観光・物産情報を集めて「湿地じまん」と名づけた資料を編集し、各湿地ごとに

ポスター形式の展示を行いました。また、A4 の冊子にまとめた「湿地じまん」50 部を作成し、各

地の物産に関心の高い来場者へ配布しました。 

 

５．湿地クイズコーナー 

「湿地クイズ」コーナーを設置し、楽しみながら来場

者にラムサール条約や 37 条約湿地に関する理解を深め

ていただきました。子ども向けの入門編と一般向け 3種

を用意し、回答者には景品を差し上げました。 

景品は、世界の湿地グッズとご提供いただいた試供品

の数々。2日間で約 600 人が参加しました。 

 

 

６．募金活動 

参加団体のご協力と、当日参加者の皆さまの声がけのお

かげで、今年もたくさんの方にご協力いただくことができ

ました。募金額は、2日間で 30,605 円でした。募金してい

ただいた方には、参加団体ご提供の各地の特産品をお礼に

差し上げ、大変喜ばれました。 

また、特に返送の希望がなかったポスターを、最終日の

展示終了後希望者に差し上げ、こちらも募金につなげるこ

とができました。 

クイズは老若男女問わず、大人気

 ブースの一角に設けられた募金コーナー 

なお、集まった寄付金は、地球環境基金への募金と、

エコライフ・フェア出展料に充てさせていただきます。

（詳しい内訳は、別紙の会計報告をご覧ください。） 

 

―終わりに― 

エコライフ･フェア 2009 運営委員会によると、今年

度の来場者数は 2日間でのべ 65000 人。ひとつのブー

スの中に更に全国各地の自治体・団体が参加する「湿

地の恵み展」は、数ある出展ブースの中でも珍しく、

来場者の注目を集めました。 

37 のラムサール条約湿地が、ぎっしり詰ま

った「湿地の恵み展」ブース 

 

当日は、首都圏の市民に向けて地方のラムサール条

約湿地の PR をする、貴重な機会になるとともに、全国

から集った参加者同士の情報交換の場ともなりました。 

今回の｢湿地の恵み展｣が、全国のラムサール条約湿

地を一層活性化させる一助となりますことを、実行委

員会一同願っております。 

ご協力いただいた皆様、どうもありがとうございました！


